
 

 

 

 

２－１ マンションの概要 

 

 

住所     板橋区若木１－2７－1  

建築年    平成８（19９６）年 ※築２８年 

延べ床面積 27,227.25㎡ 

専有面積   20,173.84㎡ 

申請年月日 令和4年９月２０日 

認定年月日 令和4年９月２１日 

総戸数    ２９８戸（単棟型／住居のみ） 

階数      地上１４階建て 

管理形態   一部委託 

 

 

２－２ 認定までの歩み 

・理事長は、令和４年の春ごろに管理計画認定制度についての情報を知った。 

・理事長及び副理事長等で管理計画認定制度について情報収集を行うため板橋区の住宅政策

課に令和4年6月来庁。 

・理事長が板橋区に事前相談を行ったところ、現状でも適切に管理運営を行っているが管理計

画認定制度の取得を行うには以下の４点についてさらに手を入れなければならないことが

分かった。 

〈管理計画の認定申請にあたり改善が必要な事項〉 

①管理規約の改正 

②長期修繕計画の見直し 

③区分所有者名簿・居住者名簿、要援護者名簿の整備及び名簿の取扱い規程の整備 

④修繕積立金の見直し 

・理事長は、当該事項の改善のためすぐに行動を起こし、理事役員や区分所有者に対し丁寧な

説明を重ね、令和４年８月の臨時総会で、〈管理計画の認定申請にあたる４つの課題〉につい

てそれぞれ承認を得た。 

・令和４年９月２０日に板橋区に管理計画認定申請を行う。 

・令和4年９月２１日に管理計画が認定される。同日、適正管理推進マンションとしても認定。 

・マンション管理業協会が実施する「マンション管理適正評価制度」において、最高位のファイブ

 ２．認定第２号のマンション  「パーク・エステート上板橋」 

１００年住めるヴィンテージマンションを目指しています。 

地域の町会と一体となった防災体制の整備や近隣住民も参加できるイベ

ントを開催し、マンション住民と近隣の住民の交流の場を作っています。 



スターの認定を受ける。これにより、自治体が実施する「マンション管理計画認定制度」及び

マンション管理業協会が実施する「マンション管理適正評価制度」の２つの制度を同時に取

得したマンションとしては全国で初めてのマンションとなる。 

 

２－３ 管理組合の特徴や組合運営上の工夫 

⑴管理組合が熱心に活動し、管理に対する経験が積み重ねることにより、安定した管理を行っ

ています。 

⑵管理を管理会社（三井不動産レジデンシャルサービス株式会社）に一部委託していますが、

管理組合が主体となった管理体制により運営しています。管理会社との協力関係を適切に

築き、管理会社からのサポートも得ながら区分所有者全員が住みやすいマンションとなるよ

うに管理運営を行っています。 

⑶マンションのコミュニティが良好で、活気があり、必要があれば臨時総会をすぐに行うことが

できます。 

⑷マンションの共用部分の一部屋を子供たちが放課後に遊べるプレイルームにしています。 

 マンションのピロティに隣接するホールに、管理組合の運営に対するアンケートコーナーがあ

り、住民の様々な意見を集約しながら管理組合が運営しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸管理事務室内に総会の議事録や建物の修繕履歴、図面等が全て保管されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ（住民の意見交換ﾊﾟﾚｯﾄ） 



⑹管理組合に防災・災害対策委員会があり、防災対策に積極的に取り組んでいます。震災対応

マニュアルを定め、避難訓練の実施や防災備蓄も行っています。 

地域の町会と一体となった防災体制の整備をすすめており、防災井戸の設置も検討してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑺管理組合のお知らせなどを掲示するコミュニティ掲示板が設置しており、回覧板も活用して、

居住者間の情報共有を行っています。 

マンション敷地を地域の避難場所に 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑻マンションの近隣住民も参加できるイベントを開催し、マンション居住者の参画のきっかけ作

り及びマンション住民と近隣の住民の交流の場を作っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－４ 認定取得後の取り組み 

今までは、規約の改正を行った箇所を原始規約の後ろに綴っていく方式で規約を管理して

いましたが、現在の状態だと現行の規約の内容が分かりづらいため、さらなる規約の内容の



見直しと合わせて、規約の改正箇所を反映させて一本化した規約を製本する方向で、理事会

等で話し合いを行っています。 

また、以前から１００年住めるヴィンテージマンションを目指そうという声が理事会等で挙が

っていましたが、今回の管理計画の認定取得をきっかけにさらに住民の間でもヴィンテージマ

ンションを目指す意気込みが強くなり、今後もマンションの管理運営を適正に行っていくうえ

での目標ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


